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たまねぎレポート【第４３８号】 

 

  令和６年４月２６日 

  阪南青果株式会社 

社 内 報 

 ３月の天候の特徴は、気温は温かい空気に覆われやすく、北・西日本で

高くなった。降水量は、低気圧や前線の影響を受けやすく大雨となった所も

あった。東・西日本の太平洋側でかなり多くなった。３月後半から４月前半に

は、全国的に寒の戻りの低温が続き、西日本では桜の開花が平年より遅れ

た。東・北日本では開花が早まった。 

 気象庁の５～７月の３か月予報によると、この期間の平均気温は、北日本

で高い確率５０％、東・西日本で高い確率６０％。沖縄・奄美で高い確率７

０％。降水量は、西日本の太平洋側と沖縄・奄美で平年並みまたは多い確

率ともに４０％。月別予報は次の通り。  
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５月、北日本では、天気は数日の周期で変わる。東・西日本では、天気は

数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多い。沖縄・奄美では、平

年に比べ曇りや雨の日が多い。 

６月、北日本と東日本の日本海側では、期間の前半は、天気は数日の周

期で変わる。期間の後半は、平年と同様に曇りや雨の日が多い。東日本の

太平洋側と西日本の日本海側では、平年と同様に曇りや雨の日が多い。西

日本の太平洋側と沖縄・奄美では、平年に比べ曇りや雨の日が多い。  

７月、北日本と東日本の日本海側では、平年と同様に曇りや雨の日が多

い。東日本の太平洋側と西日本の日本海側では、期間の前半は、平年と同

様に曇りや雨の日が多い。期間の後半は、平年と同様に晴れの日が多い。

西日本の太平洋側では、期間の前半は、平年に比べ曇りや雨の日が多い。

期間の後半は、平年と同様に晴れの日が多い。沖縄・奄美では、平年と同

様に晴れの日が多い。 

 

野菜の市場概況 

建値市場の３月の野菜の販売量は、１９７，８３８トン前年比４％減、前月

比１００％。平均単価はｋｇ￥２７７前年比１１２％（前月比１１３％）。市場別

には多少の差はあるが、総じては品薄高傾向であった。市場別の販売量の

前年比と平均単価及び前年比は、札幌市場の販売量は前年比９９％、平均

単価は㎏￥２２７前年比１0８％。東京市場の販売量は前年比９４.％、平均

単価は Kg￥３０６前年比１１５％。名古屋市場の販売量は前年比９３％、平

均単価は㎏２５６前年比１１０％。大阪本場の販売量は前年比９９％、平均

単価は㎏￥２６７前年比１０９％。福岡市場の販売量は前年比１０４％、平
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均単価は㎏￥２０６前年比１０９％となっている。 

建値市場(拠点市場)の３月の玉葱の販売量は２８，０８６トンで前年比１０

６％（前月比１２８％）、平均単価はｋｇ￥１３６前年比１１１％（前月比８０％）

となっている。特に、年初には北海道産地からは、年内出荷の前進化と越

年の在庫減が報じられていたが、３月の市場は前年を上回る入荷増となり、

販売環境は厳しさを増した一方、府県の極早生は生育の前進化で入荷量

は前年比大幅増となったものの、順調な販売が続いた。 

３月の市場別の玉葱販売量と単価は、札幌市場の販売量は３，７０９トン

前年比１０１％、平均単価はｋｇ￥１０７前年比１０５％。東京市場の販売量

は１０，４４７トン前年比１０７％、平均単価はｋｇ￥１５４前年比１１４％。名古

屋市場の販売量は６，９８９トン前年比１０７％、平均単価はｋｇ￥１２４前年

比１０８％。大阪本場の販売量は４，３６８トン前年比１０６％、平均単価は 

ｋｇ￥１３４前年比１１０％。福岡市場の販売量は２，５７３トン前年比１０８％、

平均単価はｋｇ￥１４２前年比１１４％となっている。 

東京都中央卸売市場の３月の野菜の入荷量は、１０４,７７９トン前年比９

４％、前月比（１１６％）。旬別の前年比は、上旬５％減、中旬８％減、下旬

５％減、となっている。平均価格はｋｇ￥３０６前年比１１５％（前月比１０

６％）。旬別では、上旬￥２７９（前年比１０４％）、中旬￥３０４（同１１５％）、

下旬￥３３２（同１２６％）となっている。 

主要１５品目で入荷量が前年比増の品目は、バレイショが前年比１１５％、

タマネギが１０７％、ナマシイタケが１０５％、など３品目。前年比減の品目は、

サトイモが前年比７９％、ナスが８１％、ホウレンソウが８３％、キュウリが８

６％、など１２品目。価格は前年比全面高で特に高い品目は、ハクサイがｋｇ
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¥１４１で前年比１６２％、ネギがｋｇ３４２で１４９％、キュウリがｋｇ￥４５８で１

３２％、キャベツがｋｇ￥１１２で１３１％、ホウレンソウがｋｇ￥５４２で１２１％、

など１５品目。前年比安の品目はなし。 

 

東京都中央卸売市場の３月の入荷量と単価 

品   目 入荷量 前年比 前月比 単 価 前年比 前月比 

  ( t ) ( % ) ( % ) ( \/kg ) ( % ) ( % ) 

野 菜 総 数 104,779 94.1 97.4 306 115.0 115.5 

た ま ね ぎ 10.447 106.5 120.2 154 114.1 82.8   

キ ャ ベ ツ 15,208 87.5 107.2 112 131.1 136.6 

は く さ い 6,469 96.9 60.6 141 162.4 210.5 

だ い こ ん 8,100 91.1 95.7 105 116.1 115.4 

に ん じ ん 5,680 91.8 103.3 201 128.8 147.8 

ば れ い し ょ 7,496 114.5 99.2 152 101.5 110.1 

レ  タ  ス 6,100 86.8 90.7 248 123.1 123.4 

ね     ぎ 3,874 94.4 94.8 342 148.6 100.6 

ト  マ  ト 4.593 87.6 93.8 467 108.8 123.9 

き ゅ う り 4,900 86.1 118.2 458 131.5 92.2 

か ぼ ちゃ 1,829 184.5 115.5 199 44.8 84..3 

な が い も 682 97.3 101.5 342 87.5 101.8 

れ ん こ ん 817 89.3 86.6 417 146.7 113.6 

に ん に く 172 73.5 89.6 1.068 133.7 100.7 

 

玉葱の概況  

需要（市場）の動き 

東京市場 

東京都中央卸売市場の３月の玉葱の入荷販売量は８,６９５トン、前年比
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９３％(前月比１２０％）、主力は北海物で、北海物の入荷販売量は７,０３６ト

ン前年比１０１％、占有率は６７％で前年比４ポイントダウン。静岡物は１，４

５４トン前年比９０％、占有率１４％前年比３ポイントダウン。佐賀物は８３０ト

ン前年比１５３％、占有率は８％で前年比２ポイントアップ。長崎物は６２０ト

よン前年比１７１％、占有率６％前年比２ポイントアップ。中國物は２８０トン

前年比１８２％、占有率３％前年比１ポイントアップ。総平均単価はｋｇ￥１５

４前年比１14％（前月比８３％）。産地別では、北海物はｋｇ￥１３０前年比１

１５％（前月比７５％）。静岡物はｋｇ￥２１２前年比１０７％（前月比９４％）。

佐賀物はｋｇ￥２０４前年比１１３％。長崎物はｋｇ￥２０５前年比１２０％。中

國物はｋｇ￥１２５前年比８９％。となっている。 

４月に入ってからも、北海物の入荷は予想より多く、府県の早生物の入

荷は曇雨天の影響で予想より少なく、堅調相場が続いた。昨今では北海物

はほぼ終了し、事前契約分のＬ大￥２，８００、Ｌ￥２，６００の買付品を残す

のみとなっている。府県の新物は長崎は終盤で佐賀主力となる。ＪＡ白石・Ｊ

Ａ唐津と商系物が入荷しているが、雨後の収穫か？乾燥不良品が多く、品

質は今一である。天候が安定すれば出荷は本番を迎え、市況は軟調をたど

ると見ているが、数量的には予想より少なく、価格は前年比高の展開になる

と見ている。 

４月１日から２０日までの玉葱販売量は、７，１１２トン前年比８３％（前月

比１０５％）、平均単価はｋｇ￥１４４前年比１２８％（前月比９２％）。産地別

の販売量と平均価格は、北海物は数量４，４０５トン前年比９７％、平均単価

はｋｇ￥１２３前年比１０６％。佐賀物は数量２，０３２トン前年比６６％、平均

単価はｋｇ￥１８０前年比１６８％。静岡物は数量１７４トン前年比５２％。平
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均単価はｋｇ￥１６９前年比１５０％。長崎物は数量１４４トン前年比４５％、

平均単価はｋｇ￥１９２前年比１９１％。となっている。北海物の入荷は予想

を大きく上回り、ヂり貧相場となった。府県の新物の入荷は天候不良に阻ま

れ予想を大きく下回り高値相場で推移しているが、２Ｌの動きが鈍い。 

名古屋市場 

名古屋市中央卸売市場の３月の玉葱販売量は６，９８９トン前年比１０

７％（前月比１４５％）で前年比増、前月比大幅増となっている。主力は北海

物で数量は５，７８８トン前年比１０７％、占有率は８３％で前年と同じ。静岡

物は６３１トン前年比９３％、占有率９％で前年比１ポイントダウン。愛知物

は４２８トン前年比１１１％。総平均単価はｋｇ￥１２４前年比１０９％（前月比

７８％）。産地別の平均単価は、北海物はｋｇ￥１０７前年比１０６％。静岡物

はｋｇ￥２０８前年比１１０％。愛知物はｋｇ￥１９１で前年比１２２％。となって

いる。 

４月に入り、愛知物の入荷が本番を迎えたが、数量的には意外に少なく、

荷動きも今ひとつで不足感はなく、充分間に合っている状態であった。北海

物の入荷は、引き続き順調だが、荷動きは今ひとつで、上値は殆どなく中値

以下の販売が主力で、在庫は再び増加傾向となった。昨今では、愛知物の

入荷は日量３０トン超になって安定化して来たが、兵庫物を呼び込むほど売

れ行きは良くない。 

大阪本場 

大阪市中央卸売市場本場の３月の玉葱の販売量は４，３６８トン前年比１

０５％（前月比１１１％）、前年比、前月比とも増となっている。産地別の販売

量は、北海物が３，２２４トン前年比１０８％（前月比１０５％）、占有率７４％
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前年比２ポイントアップ。長崎物が５７０トン前年比１１０％（前月比５３２％）。

兵庫物が２３０トン前年比８４％。静岡物が１７４トン前年比８４％。佐賀物が

１２０トン前年比１６６％。総平均単価はｋｇ￥１３４前年比１１０％（前月比８

３％）で、前年比高、前月比大幅安となっている。産地別の平均単価は、北

海物はｋｇ￥１１１前年比１０６％（前月比７６％）。長崎物はｋｇ￥１８９前年

比１２４％。兵庫物はｋｇ￥２１５前年比１２４％。静岡物はｋｇ￥２１５前年比

１０８％となっている。 

 ４月に入ると、北海物と府県物のバトンタッチの時期だが、天候不順で府

県物の生育の停滞と出荷の後ズレで、バトンタッチが遅れた。中旬には新

物が増加し、北海物の減少で新物主力の販売となり、新物は値下り傾向と

なったが、主産地のＪＡ白石は指値が髙く買参人に敬遠され売れ行き不振

に見舞われた。入荷減少の北海物は引き合い回復で強保合に転じた。昨

今では、新物産地は曇雨天が続き入荷が少ないことで保合。北海物は直送

品にも発芽が散見され、仲卸の警戒心が強まり、荷動きは今ひとつ。 

４月１日～２０日までの玉葱の販売量は３，０１８トン前年比１０８％（前月

比９８％）。平均単価はｋｇ￥１３２前年比１２８％（前月比９７％）。産地別の

販売量と平均単価は，北海物は１，８７５トン前年比１３９％、平均単価はｋｇ

￥１０８前年比１０４％。長崎物は４５１トン前年比７０％、平均単価はｋｇ￥１

７３前年比１７５％。佐賀物は３９４トン前年比９４％、平均単価はｋg￥１６１ 

前年比１７９％、兵庫物は２７４トン前年比７７％、平均単価はｋｇ￥１７４前

年比１５８％となっている。北海物は商系の在庫増を反映して入荷が多く、

新物の長崎・佐賀・兵庫は天候不順と生育停滞で入荷は前年を下回った。 
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福岡市場  

福岡市中央卸売市場の３月の玉葱販売量は、２，５７３トン前年比１０８％

(前月比１３７％)で、前年比増、前月比大幅増となっている。主力は北海物

で、販売量は１，５７７トン前年比１０１％、占有率６１％前年比４ポイントダウ

ン。長崎物が４５３トン前年比１０７％、占有率１８％で前年と同じ。佐賀物が

２３８トン前年比１３９％。中国物が２０２トン前年比１０３％となっている。総

平均単価はｋｇ￥１４２前年比１１４％（前月比７９％）となっている。産地別

の平均単価は北海物がｋｇ￥１３１前年比１１３％、長崎物がｋｇ￥１７５前年

比１１３％。佐賀物がｋｇ￥１７０前年比１１５％。中國物がｋｇ￥１１６前年比

１００％。となっている。 

４月に入り、長崎・佐賀の新物の出荷は最盛期を迎え、日毎に増加傾向

で、相場は軟化傾向となったが、産地ＪＡの指値が高く中旬に入っても１０ 

ｋｇＬ￥２，２００で採算割れの販売が続いた。北海物は、入荷は日々減少し

て在庫も順調に片付き、売れ行きも回復歩調で一安心となった。昨今では 

長崎物は終盤を迎え入荷は日々減少。佐賀物は最盛期となったものの、大

型連休を控え荷動きは良好で品薄気味である。北海物は在庫もなくなり直

送品の販売が主力だが、販売先から発芽のクレームが多発し、切り上げを

早めたい状況である。 

４月１日～２０日の玉葱の販売量は１，６３２トン前年比９６％（前月比１０

０％）で前年比増、前月比１００％となっている。平均単価はｋｇ￥１３８前年

比１３６％（前月比９７％）で前年比大幅高、前月比安となっている。 
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４月２５日（木）の建値市場の玉葱市況は次の通り 

【札幌市場】  販売量１２７トン  保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥2,800 ～2,600、Ｌ大￥3,000～2,200 、L￥3,000～2,000，                  

                     Ｍ￥1,800～1,600。 

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥3,500～3,000、   Ｌ4,500～3,800、  Ｍ￥4,500～3,800。 

【太田市場】     販売量３３４ トン  強い 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥3,000 ～         Ｌ大￥2,700 ～         Ｌ￥2,700 ～                  

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥2,200～2,000、  Ｌ￥3,200～3,000、 Ｍ￥2,800～  

佐  賀１0kgＤＢ２Ｌ￥1,400～1,200、  Ｌ￥1,600～1,400、 Ｍ￥1,500～1,400。  

長  崎１0kgＤＢ２Ｌ￥1,400～1,200、  Ｌ￥1,600～1,400、 Ｍ￥1,500～1,400。  

【名古屋北部市場】 販売量７８トン 保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥2,800～2,700、 Ｌ大￥2,500～2,400、 Ｌ￥2,400～2,200。                  

愛   知１0kgＤＢ２Ｌ￥1,400～1,200、  Ｌ￥1,600～1,400、  Ｍ￥1,400～1,300。  

愛  知 20kgＤＢ２Ｌ￥2.800～2,500、  Ｌ￥3,000～2,800、   Ｍ￥2,800～2,600。  

【大阪本場】  販売量１４５トン 弱保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ なし            Ｌ大￥2,800～2,500、  Ｌ￥2,500～2,400。                

兵  庫１0kgＤＢ２Ｌ￥1,200～ 900、   Ｌ￥1,500～1,200、    Ｍ￥1,400～1,200。  

佐  賀１0kgＤＢ２Ｌ￥1,100～ 900、   Ｌ￥1,400～1,200、    Ｍ￥1,300～1,200。  

長  崎１0kgＤＢ２Ｌ￥1,200～1,000、 Ｌ￥1,400～1,200、    Ｍ￥1,300～1,200。  

【福岡市場】    販売量１６７ トン 保合 

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥3,000～2,800、 Ｌ大￥2,800～2,400、  Ｌ￥2,500～2,000。                  

佐  賀１0kgＤＢ２Ｌ￥1,300～ 900、   Ｌ￥1,500～1,300、    Ｍ￥1,500～1,400。  

長  崎１0kgＤＢ２Ｌ￥1,300～ 900、   Ｌ￥1,500～1,400、    Ｍ￥1,500～1,400。 
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供給（産地）の動き 

北海道産の出荷も終盤となり、事前契約を残すのみとなっている。年明

けの出回り量は大方の予想を大幅に上回り、市況は軟化したが、総じては

高値販売となった。播種・育苗時に心配された天候も、３月は高気圧に覆わ

れて晴れた日が多く、かなりの多照であったが、寒気の影響を受け気温は

平年並みとなり、心配された育苗時の高温障害もなく、定植が順調に進ん

でいる。 

府県の早生物は、暖冬で出荷は前進化し、３月は出回り増となったが、４

月の出回り量は前年を下回り、減少幅が予想を大きく上回っている。極早

生は豊作であったが、続く普通早生は曇雨天の日が多く、寡照で作柄は平

年作型で推移していると言われている。特に、此処２～３年大豊作であった

兵庫（淡路）では平年作と話している。 

 

北海道産地 

令和５年産の出荷は、ほゞ終了したが、不作と言われた割には出荷量が

多く、総じて高値販売となったことで、生産者は好収入を確保した。ホクレン

の販売対策が効を奏したとも言える。現在は、今年度の定植作業の最盛期

にある。 

降雨により地域別には多少の早い遅いはあるものの、定植作業の終了は

平年並みと予想されている。定植後の初期生育は順調に進んでいると報告

されている。 

府県産地 
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静岡物の出荷は計画通り終了し、計画以上の好成績を収めた。続く長

崎・佐賀も出荷は前進化したが、昨今は品種の切り替わりで、出回り量は

予想を下回っている。長崎は既に終盤を迎え、主力産地は佐賀・兵庫・愛知

になっている。いずれの産地も普通早生の生育はやや停滞気味で、作柄は

平年作と見られている。 

佐賀では、露地栽培のレクスターの収穫中だが、マルチ栽培に比べると

球肥大はやや細いものの、多収穫品種なので反収は６トン前後はあるが、

雨天が多く収穫作業は遅れ気味である。最近、病害の発生も目に付き、後

続品種の生育が懸念される。七宝早生などは地上部(葉鞘)が細く、草丈が

短く、豊作は期待できないし、中晩生は圃場格差が大きく作柄的には期待

出来そうにないと聞く。 

兵庫の主産地淡路島の作柄は平年作と言われている。現在の出荷は、

極早生のレクスターが主力となっているが、昨年に比べると収量はかなり少

ないと言う。淡路では此処数年来平均反収は７トンを上回る作型となってい

るが、今年は６.５トンが精々と言う。関係機関の４月１５日の定点観測では、

ターザン、もみじ３号、もみじ輝きのいずれも病害は少ないが、平年に比べ

草丈は細くて短く、葉数は少ないと報告されている。 

輸入の動き 

３月の輸入は速報値で、２２，５７６トン前年比１１６％。北海物の越年在

庫減の情報を反映して、需要家の多くは輸入物に関心が深まったものの、

産地情報に反する在庫増や流通段階での滞留増等に加え、北海物市況の

ヂり貧傾向を反映して、輸入量は予想をやや下回った。国別では、中國が２

０，６７０トン前年比１１２％、ニュージランドが１，４５０トン前年比５６２％、オ
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ーストラリヤが１７８トン前年比８３％である。オランダが１５６トン前年比５７

８％、タイが９６トン前年比５７％となっている。 

中國、４月の入荷は雲南省だが、既に終了が近い。後続産地は新物の

河南省、江蘇省、山東省と続くが、産地情報は未だ入手していない。現在の

価格は雲南省産２０ｋｇ・Ｃ＆Ｆ・剥き玉＄８.20、皮付き＄７.00である。 

ニュージランド、今年の作付面瀬は４，９５１ｈａ。播種後の天候に恵まれ

生産量は前年比１２％以上の増加になると報告されている。現在の価格は、

２０ｋｇ．Ｃ＆Ｆ・７～８㎝・￥２，０００である。 

 

５月の市況見通し 

従来から５月は、府県物の旬と言われ出回り量が多く、価格も手頃になる

時期だが、近年は早生系編重の産地が多くなり、旬の出回り量は減少傾向

にある。特に、今年は主力産地の佐賀・兵庫では５月出荷の品種の作柄が

昨年を下回る可能性が濃いと言われ、５月市況は前年よりかなり高値で推

移すると予想している。現在の市況は市場ごとには多少の差があるものの、

Ｌサイズの安値はｋｇ￥１２０の水準であるが、５月の中心的な相場はｋｇ

￥１２０前後で推移すると予想している。 （笹野敏和記） 

  


